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9
月
7
日
に
行
わ
れ
た
飯
山
市
長
選

挙
に
お
い
て
再
選
を
果
た
し
た
足
立
正
則

市
長
が
２
期
目
の
初
日
と
な
る
9
月
16
日

に
初
登
庁
し
ま
し
た
。

　

足
立
市
長
は
市
役
所
第
二
駐
車
場
で
後

援
者
へ
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
歩
い
て
登
庁

し
市
役
所
正
面
玄
関
で
は
、
待
っ
て
い
た

市
民
や
市
職
員
な
ど
約
３
０
０
名
か
ら
大

き
な
拍
手
で
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

正
面
玄
関
に
到
着
し
た
足
立
市
長
は

集
ま
っ
た
皆
さ
ん
へ
の
お
礼
の
言
葉
の
後
、

市
役
所
へ
２
期
目
の
第
１
歩
を
踏
み
入
れ

ま
し
た
。

　

市
長
就
任
式
で
足
立
市
長
は
「
1
期
目

は
新
幹
線
を
迎
え
る
た
め
の
準
備
を
重
点

と
し
て
き
た
が
、
こ
の
2
期
目
は
開
業
し

た
新
幹
線
を
活
か
し
、飯
山
を
発
展
さ
せ
、

市
民
の
安
心
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
を
重

点
と
し
た
い
。」
と
語
り
、
重
点
政
策
の
４

本
の
柱（
3
㌻
）に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

足
立
市
政
２
期
目
の
船
出

優
れ
た
自
然
環
境
と
高
速
交
通
網
の
整
備

21
世
紀
型
の
新
し
い
日
本
の
都
市
モ
デ
ル
に

【足立市長プロフィール】
□生年月日
　　昭和26年4月16日生
□住　　所
　　飯山市飯山
□学　　歴
　　S45.3 長野高等学校 卒業
　　S51.3 東京工業大学 工学部 卒業
□職　　歴
　　S53.4.1   飯山市役所 入所
　　H13.4.1   総務部 情報政策室長
　　H15.4.1   民生部長
　　H18.4.1   総務部長
　　H19.3.19 飯山市役所 退職
　　H19.3.20 飯山市助役 就任
　　H22.7.27 副市長 退任
　　H22.9.15 市　長 就任

詰め掛けた市民や職員からの拍手の中、
2期目の初登庁をする足立市長

　

最
後
に
「
高
度
経
済
成
長
時
代
の
工
業
型

発
展
都
市
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
っ
た
か
も

し
れ
な
い
が
、
そ
の
お
か
げ
で
優
れ
た
自
然
環

境
が
今
な
お
残
る
、
21
世
紀
型
の
新
し
い
日
本

の
都
市
モ
デ
ル
と
し
て
住
ん
で
良
し
、
訪
れ
て

良
し
の
ま
ち
づ
く
り
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
進
め
て
い
き
た
い
。」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

子 防

幹線を活用した
　人口定着、若者定住、経済活性化
幹線を活用した幹線を活用した
　人口定着、若者定住、経済活性化新 まちづくり、文化、観光、交流

　若者からお年寄りまで安
心して生活できる収入確保
対策に取り組みます。広域
観光連携、国際的な滞在型
高原リゾート「信越自然郷」
を推進します。県との連携

により国際的なアウトドアスポーツの聖地を目指し、そこ
からさまざまな独自産業を具体的に進めていきます。
・飯山市を自然体験、アウトドアスポーツの拠点とし、新
  たな地域産業を生み出す
・若者会議を設置し、若者が結婚、子育てができる若者定
  住モデルの形成に取り組む
・観光と農業の連携を活かした 6次産業を育成、女性や高
  齢者の働きがいのある場を創出。また地域食材を活かす
  食文化の育成に取り組む
・若者、女性の起業を推進する「人材育成塾」を開設
・都会から住所地特例を活用した高齢者ケア住宅等を誘致
・JR、長野県と連携し都会からの移住定住、二地域居住を
  推進する
・新幹線通勤・若者定住を視野に入れた住宅地造成に取り
  組む。また若者住宅、新婚世帯の住宅建設を支援する
・農産物の生産販売対策強化のため農業経営体の支援、農
  業後継者の支援等、一体的な運営組織をつくり取り組む
・既存企業の育成、新規事業の拡大、地元雇用の拡大を支
  援する
・特産品、工芸品、土産品の開発販売支援に取り組む

　自然との共生、
景観、地域文化
を活かした格調
高いまちづくり
を進めます。
・市の玄関口として「森の駅」新幹線飯山駅を整備する
・広小路界隈、寺町界隈、城山界隈、雪と寺の町シンボル広
  場界隈のまちなかにぎわい創出と観光演出に取り組む
・新幹線駅舎内に「信越自然郷」広域観光案内所の設置と利
  便性の高い 2次交通を構築する
・芸術文化を推奨し、活動の拠点として（仮称）飯山ぷらざ
  の建設を行う
・歴史的景観を大切にした飯山城址公園の整備と本丸にやぐ
  らの建設を行う
・信州いいやま観光局の組織再編成と将来を見据えた仕組み
  作りに取り組む
・駅西線、静間線、駅西駐車場 2次工事を行い、機能的な
  飯山駅周辺整備を行う
・走る農家レストランなど飯山線を活用した観光振興に十日
  町市など沿線地域と連携して取り組む
・格調高い景観形成、まち並み整備、植栽事業、修景など飯
  山の魅力づくりに取り組む
・市内観光エリアの整備充実に取り組む
・北信州ハーフマラソン、サイクルロードレース、菜の花マ
  レットゴルフなど誘客効果のあるスポーツツーリズムに取
  り組む

・出会い、出産、育児まで子育てし
  やすい一貫した支援策を推進する
・長時間保育の延長、1歳からの保
  育、休日保育、病後児保育を実施
  する
・子どもたちが安心して遊べる公園
  の整備を行う
・身近な素材から学ぶ平和学習を市 
  内中学全生徒を対象に取り組む
・学力向上や考える力を育て、情報
  活用能力を高める ICT教育を推進する
・中学校卒業までの医療費無料化を引き続き行う
・第 3子以降の保育料無料化を引き続き行う
・ふるさと教育、スポーツの技能向上、国際交流（オース
  トラリア、アジアなど）を推進する
・城南中学校の移転に取り組む
・国保加入世帯の人間ドック受診拡大を推進する

飯山市を担う次世代育成支援に取り組みます。
育て、教育、健康、福祉 災、環境、行財政改革

　いつまでも安心して暮らせる地域づくりに
取り組みます。

・柏崎刈羽原発の再稼働に反対する
・雪下ろし負担軽減の
  ため、自然落下・融
  雪など住宅屋根の改
  修に取り組む
・市の審議会等委員の
  女性参画率を高め、
  男女共同参画を推進
  する
・千曲川の改修整備を推進するほか、防災体制を強化する
・資源のリサイクルとごみ減量など環境に優しいまちづく
  りに取り組む
・社会の変化やニーズに的確に対応できる行財政運営を行
  う
・ふるさと納税制度のメニュー拡充とふるさと産品の開発  
  と活用を促進する

2期目の足立市政が取り組む重点政策
信越自然郷の中心都市として地域資源の付加価値を高め、その魅力を最大限引き出し、産業や地域
の活力を生み出し、住んで良し、訪れて良しのまちづくりを進めていきます
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さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
北
信
州
を
約
２
０
０
０
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
快
走

第
２
回
北
信
州
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
開
催

5km

10km

15km

20km

（上）野沢温泉村役場
8時 30分ハーフマラソン
がスタート

（右）菜の花公園下の道路
快晴の中、広がる素晴らし
い景色を楽しみながら走る
ランナーの皆さん

木島平中学校周辺
黄金色に実った稲穂、秋風
に揺れるコスモスなどこの
時期ならではの風景の中を
颯爽と駆け抜けていくラン
ナーの皆さん

下木島公民館前
下木島区の皆さんは祭りの
お囃子で駆け抜けていくラ
ンナーを応援。他にも地元
の皆さんの温かな応援が大
会を盛り上げました。

　
北
陸
新
幹
線
飯
山
駅
開
業
前

イ
ベ
ン
ト
第
２
回
北
信
州
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
9
月
28
日
に
開

催
さ
れ
、
ハ
ー
フ
の
部
、
10
㌔
マ

ラ
ソ
ン
の
部
併
せ
て
約
２
０
０
０

人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
秋
の
北
信
州
を

走
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
前
日
に
駅
弁
コ
ン
テ
ス

ト
の
審
査
委
員
長
も
務
め
ら
れ

た
料
理
研
究
家
（
走
る
料
理
人
）

の
土
井
善
晴
さ
ん
と
野
沢
温
泉

村
在
住
で
ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
フ

リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス
キ
ー
ハ
ー
フ
パ

イ
プ
に
出
場
し
た
上
野
眞
奈
美
さ

大
会
結
果
（
総
合
1
位
）

・
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
総
合
男
子

　
１
位　
上
田
泰
輔
（
愛
知
県
）

　
　
　
　
　
１
時
間
７
分
21
秒

・
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
総
合
女
子

　
１
位　
石
井
李
枝
（
東
京
都
）

　
　
　
　
　
１
時
間
23
分
38
秒

・
10
㌔
マ
ラ
ソ
ン
総
合
男
子

　
１
位　
岡
野
耕
大
（
長
野
県
）

　
　
　
　
　
　
　
　
31
分
01
秒

・
10
㌔
マ
ラ
ソ
ン
総
合
女
子

　
１
位　
金
曽
愛
美
（
長
野
県
）

　
　
　
　
　
　
　
　
39
分
04
秒

ん
が
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
出

場
。
昨
年
の
綱
切
橋
を
渡
る
コ
ー

ス
か
ら
中
央
橋
を
渡
る
コ
ー
ス
に

な
る
な
ど
、
一
部
で
コ
ー
ス
を
変

更
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
の
第
一
回
大
会
で
は
ラ
ン

ナ
ー
の
皆
さ
ん
か
ら
北
信
州
の
素

晴
ら
し
い
景
色
や
、
沿
道
の
方
々

の
温
か
い
応
援
に
好
評
を
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
今
年
も
見
事
な
秋

晴
れ
に
映
え
た
雄
大
な
景
色
と
、

昨
年
以
上
の
地
元
の
皆
さ
ん
の
応

援
が
ラ
ン
ナ
ー
の
心
に
響
い
て
い

た
よ
う
で
す
。

信
越
自
然
郷
う
ま
い
も
の
市　
同
時
開
催

　

ゴ
ー
ル
地
点
の
北
側
、
飯
山
線

飯
山
駅
前
の
広
場
で
は
、
今
年
も

信
越
自
然
郷
や
周
辺
市
町
村
の

旬
の
特
産
品
を
集
め
た
「
う
ま
い

も
の
市
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

信
越
９
市
町
村
の
ほ
か
、
観
光

交
流
都
市
で
あ
る
石
川
県
七
尾
市

な
ど
か
ら
30
店
を
超
え
る
出
店
が

あ
り
、
海
の
幸
、
山
の
幸
、
郷
土

料
理
や
地
域
の
物
産
品
な
ど
が
店

頭
に
並
び
ま
し
た
。

　

会
場
は
走
り
終
え
た
ラ
ン
ナ
ー

や
応
援
に
駆
け
付
け
た
家
族
、
市

民
の
皆
さ
ん
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

中央橋
新中央橋を横目に現中央橋
を渡るランナーの皆さん。
現中央橋を渡るコースは最
初にして最後となります。

新幹線飯山駅前
ランナーの皆さんが続々ゴール。多くの市民の皆さんも
集まりたくさんの声援が飛んでいました。

木島平村役場
8時 50分 10kmマラソンがスタート

第
２
回
北
信
州
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
開
催

第
２
回
北
信
州
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
開
催

飯
山
城
築
城
４
５
０
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
開
催

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
未
来
に
つ
な
ぐ
文
化
遺
産

　

永
禄
７
（
１
５
６
４
）
年
、
信
濃
一
円
に
勢
力
を
伸
ば
し
て
き
た
甲
斐
の
武
田
信
玄
に
対
抗
し
て
、
越

後
の
上
杉
謙
信
は
越
後
の
防
衛
、信
濃
経
路
の
前
線
基
地
と
し
て
飯
山
城
を
本
格
的
に
築
城
し
ま
し
た・・・。

　
　
　
　

そ
れ
か
ら
４
５
０
年
、
新
幹
線
飯
山
駅
開
業
を
目
前
と
す
る
中
で
飯
山
城
址
の
歴
史
的
意
義

を
考
え
、
誇
れ
る
文
化
財
と
し
て
未
来
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
築
城
４
５
０
年
イ
ベ
ン
ト
が
飯
山
城
址

公
園
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

飯
山
城
跡
学
習
会

10
月
4
日
の
午
前
中
は
城
址

公
園
で
飯
山
城
跡
学
習
会
が
行
わ

れ
、
市
内
外
か
ら
90
名
の
方
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
２
班
に
分
か
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
信
州
大
学
副
学
長
の
笹

本
正
治
先
生
と
長
瀬
教
育
長
が

講
師
と
し
て
説
明
を
し
ま
し
た
。

　

長
瀬
教
育
長
は「
攻
め
る
立
場
、

守
る
立
場
に
な
っ
て
城
を
歩
く
と

謎
が
見
え
て
き
て
お
も
し
ろ
い
。」

と
話
し
、
参
加
者
の
関
心
を
ひ
い

て
い
ま
し
た
。
市
内
か
ら
参
加
し

た
40
代
の
男
性
は
「
地
元
に
こ
ん

な
歴
史
が
あ
る
こ
と
を
し
み
じ
み

と
感
じ
、
新
鮮
さ
と
驚
き
が
あ
っ

た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
地
区
公
民
館
の
協
力

の
も
と
、
の
ろ
し
実
証
体
験
が
行

わ
れ
城
址
公
園
内
で
全
地
区
の
の

ろ
し
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

築
城
４
５
０
年
飯
山
城
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

　
10
月
4
日
の
午
後
は
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、
会
場
の
市
民

会
館
に
は
２
０
０
人
を
超
え
る
参

加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

上
杉
謙
信
の
前
に
城
を
治
め
て

い
た
と
さ
れ
る
泉
氏
の
子
孫
で
あ

る
尾
﨑
世
一
さ
ん
、
飯
山
藩
主
本

多
氏
の
子
孫
で
あ
る
本
多
助
重
さ

ん
も
ゲ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
。
基
調
講
演
で
は
信
州
大
学
副

学
長
の
笹
本
正
治
先
生
が
「
飯
山

城
の
歴
史
を
踏
ま
え
た
ま
ち
づ
く

り
」
と
題
し
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
「
歴
史
と
未
来 

ま
ち
づ
く
り
」

信州大学副学長　笹本正治 先生
　飯山城があったからこそ飯山の町
ができてきた。今、その役割を忘れ
ている人が多いと思います。
　飯山城には城らしい、素晴らしい
部分が残っています。時代を学ぶ教
科書としても飯山城はたいへん素晴
らしいものです。
　これから新幹線が来て新たな時代
が到来する飯山ですが、市民の皆さ
んにはまずはこの身近な文化遺産、
飯山城に着目されたうえで、未来を
考えていってほしいと思います。

の
テ
ー
マ
の
下
、
笹
本
正
治
先
生

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
、
新

潟
県
上
越
市
公
文
書
セ
ン
タ
ー
の

福
原
圭
一
さ
ん
、
長
野
市
立
博
物

館
の
原
田
和
彦
さ
ん
、
山
梨
県
立

博
物
館
の
海
老
沼
真
治
さ
ん
、
足

立
市
長
、
長
瀬
教
育
長
が
意
見
を

交
わ
し
ま
し
た
。

　

市
と
し
て
飯
山
城
址
の
整
備
に

着
手
し
て
い
る
足
立
市
長
は
「
飯

山
城
を
市
民
の
皆
さ
ん
が
語
り
合

え
る
よ
う
な
市
の
シ
ン
ボ
ル
に
し

て
い
き
た
い
。地
域
に
誇
り
を
も
っ

て
時
間
を
か
け
な
が
ら
未
来
に
ど

う
つ
な
げ
て
い
く
か
を
考
え
て
い

き
た
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

武
者
行
列
出
陣

　
10
月
5
日
は
一
般
社
団
法
人
み

ゆ
き
野
青
年
会
議
所
の
主
催
で
子

ど
も
た
ち
が
主
役
の
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

公
民
館
か
ら
同
日
開
催
さ
れ

て
い
た
愛
宕
町
の
花
フ
ェ
ス
タ
会

場
を
通
り
飯
山
城
址
へ
向
か
う
武

飯山城址から南に位置する安田の木島神社
からあがるのろし

者
行
列
に
は
市
内
や
近
隣
村
か

ら
１
３
０
人
の
子
ど
も
た
ち
が
参

加
。
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
で
作
成

し
、
そ
れ
ぞ
れ
自
由
に
着
色
し
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
兜
を
か
ぶ
り
街
中
を

歩
き
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
天
候
で

し
た
が
、
花
フ
ェ
ス
タ
会
場
に
は

子
ど
も
た
ち
の
に
ぎ
や
か
な
行
列

を
見
よ
う
と
大
勢
の
人
が
集
ま
り

ま
し
た
。

決
戦
！
飯
山
城

　
天
候
の
悪
化
に
よ
り
会
場
を
城

址
公
園
二
の
丸
広
場
か
ら
旧
第
二

中
学
校
体
育
館
に
移
し
て
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

　
「
上
越
お
も
て
な
し
武
将
隊
」、

「
風
林
火
山
甲
斐
の
虎
武
将
隊
」

の
演
舞
の
ほ
か
、
武
将
行
列
に
参

加
し
た
子
ど
も
た
ち
が
上
杉
、
武

田
の
両
軍
に
分
か
れ
「
敵
に
塩
を

送
る
」
に
ち
な
ん
だ
障
害
物
リ

レ
ー
や
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
兜
の
コ
ン

テ
ス
ト
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
会
場
で
は
長
野
、
み
ゆ
き

野
、
妙
高
、
上

越
の
新
幹
線
沿

線
４
青
年
会

議
所
に
よ
り
郷

土
料
理
な
ど
の

昼
食
が
振
る
舞

わ
れ
、
子
ど
も

た
ち
や
保
護
者

の
方
々
の
楽
し

い
声
が
響
い
て

い
ま
し
た
。

上越、長野、山梨の歴史研究家が飯山城の歴
史的意義について意見交換しました

オリジナル兜をかぶったちびっこ武者たち
が花フェスタ会場を進む

上越おもてなし隊の「綱切」の演舞。綱切橋
の名の由来となった歴史を再現しました
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9
月
15
日
、
新
幹
線
飯
山
駅

前
に
て
北
陸
新
幹
線
飯
山
駅
開

業
イ
ベ
ン
ト
「
咲
か
せ
よ
う
菜
の

花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
里
親
結
成

式
と
プ
ラ
ン
タ
ー
へ
の
種
ま
き
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
市
民
の

皆
さ
ん
に
プ
ラ
ン
タ
ー
で
菜
の
花

を
育
て
て
も
ら
い
、
３
月
14
日
の

新
幹
線
飯
山
駅
開
業
の
際
に
新

幹
線
駅
施
設
内
外
を
菜
の
花
で

い
っ
ぱ
い
に
し
、
訪
れ
る
お
客
さ

ま
を
も
て
な
そ
う
と
北
陸
新
幹

線
飯
山
駅
開
業
イ
ベ
ン
ト
実
行
委

員
会
〜
咲
か
せ
よ
う
菜
の
花
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
〜
が
企
画
し
た
も
の
で
、

当
日
は
お
よ
そ
50
名
の
市
民
の
皆

さ
ん
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

種
が
ま
か
れ
た
プ
ラ
ン
タ
ー
は

里
親
の
皆
さ
ん
が
持
ち
帰
り
、
今

後
そ
れ
ぞ
れ
で
育
成
管
理
さ
れ
ま

す
。
1
月
中
旬
ま
で
は
屋
外
で
育

て
ら
れ
、
1
月
末
に
雪
の
中
か
ら

掘
り
出
し
3
月
上
旬
ま
で
屋
内
で

の
育
成
管
理
が
さ
れ
ま
す
。
3
月

中
旬
、
開
業
日
直
前
に
飯
山
駅
に

運
び
込
ま
れ
装
飾
作
業
が
行
わ
れ

る
予
定
で
す
。

　

里
親
結
成
式
で
同
副
実
行
委

員
長
の
月
岡
副
市
長
は
「
季
節
は

ず
れ
の
菜
の
花
を
咲
か
す
こ
と
は

た
い
へ
ん
苦
労
す
る
と
思
う
が
、

ふ
る
さ
と
の
メ
ロ
デ
ィ
と
白
い
残

雪
、
黄
金
色
の
菜
の
花
で
お
客
さ

ま
を
お
迎
え
す
る
た
め
、
里
親
の

皆
さ
ん
に
が
ん
ば
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
里
親
の
方
は
「
無

事
に
育
て
ら
れ
る
か
ド
キ
ド
キ
し

て
い
る
が
、
開
業
に
花
を
添
え
ら

れ
る
よ
う
に
手
塩
に
か
け
て
育
て

た
い
。」
と
大
事
に
プ
ラ
ン
タ
ー
を

持
ち
帰
っ
て
い
ま
し
た
。

新
幹
線
開
業
に
花
を
添
え
る

「
咲
か
せ
よ
う
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　
　

      

里
親
結
成
式
と
種
ま
き
が
行
わ
れ
ま
し
た種まき前の土づくりに励む参加者の皆さん

岳
北
地
域
の
安
心
と
安
全
を
守
る
要

岳
北
消
防
本
部
（
飯
山
消
防
署
）
の
新
庁
舎
が
完
成

　

9
月
26
日
、
岳
北
消
防
本
部

（
飯
山
消
防
署
）
の
新
庁
舎
竣
工

式
が
行
わ
れ
、
岳
北
地
区
４
市
村

の
首
長
や
議
員
を
は
じ
め
来
賓
80

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

昭
和
48
年
に
開
庁
し
た
前
庁

舎
は
、
車
両
の
大
型
化
、
資
機
材

の
増
加
に
よ
り
手
狭
に
な
り
、
ま

た
老
朽
化
が
進
み
、
必
要
な
耐
震

基
準
も
満
た
し
て
い
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
新
庁
舎
が
建
設
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
庁
舎
は
旧
庁
舎
よ
り
約

あ
り
が
と
う
旧
庁
舎

　

職
員
が
新
庁
舎
で
の
業
務
を

開
始
し
た
9
月
4
日
に
は
、
昭
和

48
年
か
ら
長
年
に
渡
っ
て
、
こ
の

地
域
の
安
心
・
安
全
を
守
っ
て
き

た
旧
庁
舎
の
閉
署
式
が
行
わ
れ
、

職
員
や
関
係
者
ら
約
50
名
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

庁
舎
前
で
は「
看
板
外
し
の
儀
」

が
行
わ
れ
、
旧
庁
舎
の
41
年
の
歴

史
に
幕
が
下
り
ま
し
た
。

８
０
０
㍍
北
東
に
位
置
し
、
敷
地

面
積
５
６
７
１・０
９
平
方
㍍
内

に
鉄
骨
造
２
階
建
の
庁
舎
棟
と
６

階
建
の
主
訓
練
塔
、
４
階
建
の
副

訓
練
塔
が
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
住
民
が
安
心
・
安
全
に

暮
ら
せ
る
地
域
作
り
の
要
と
し
て

の
役
割
を
担
っ
て
い
き
ま
す
。

竣工式で行われたテープカット
伝統ある「岳北広域行政組合」の看板はこの日
外され 9/12 に新庁舎に掛けられました

作
る
人
そ
れ
ぞ
れ
の
「
飯
山
」
を
表
現
し
た
お
弁
当
が
エ
ン
ト
リ
ー

北
陸
新
幹
線
飯
山
駅
オ
リ
ジ
ナ
ル
駅
弁
コ
ン
テ
ス
ト

　
来
年
3
月
14
日
に
迫
っ
た
北
陸

新
幹
線
山
駅
開
業
を
見
据
え
、市
、

商
工
会
議
所
、
北
信
州
み
ゆ
き
農

協
な
ど
9
団
体
に
よ
り
組
織
さ
れ

た
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
駅
弁
コ
ン
テ
ス

ト
実
行
員
会
」
に
よ
り
、
9
月
27

日
、
瑞
穂
の
文
化
北
竜
館
に
て
北

陸
新
幹
線
飯
山
駅
オ
リ
ジ
ナ
ル
駅

弁
の
二
次
審
査
が
行
わ
れ
、
小
・

中
学
生
の
部
、
一
般
の
部
の
入
賞

作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
「
お
い
し
い
食
材
の
宝
庫
『
飯

山
』
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
北
陸
新
幹

線
飯
山
駅
オ
リ
ジ
ナ
ル
駅
弁
」
を

テ
ー
マ
に
小
・
中
学
生
の
部
は
９

作
品
が
こ
の
日
審
査
さ
れ
、
瑞
穂

地
区
在
住
の
出
澤
理
穂
さ
ん
（
14

歳
）、
瑠
奈
さ
ん
（
11
歳
）
姉
妹

が
作
っ
た
「
飯
山
の
っ
け
丼
」
が

グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
ま
し
た
。

グランプリ「ふるさと飯山」（月岡雛乃）
みゆきポーク、みゆき卵を飯山産コシヒカリ
の上に乗せた主食。坂井芋をはじめ地元の野
菜をふんだんに使っているおかずが特徴。

グランプリ「飯山のっけ丼」（出澤理穂・瑠奈）
ビビンバご飯の上に飯山のおいしい食材が乗
る。良く混ぜて飯山のおいしさと食感を味
わってほしい弁当。

　

一
般
の
部
で

は
31
作
品
の
中

か
ら
一
次
審
査

を
通
過
し
た
11

作
品
が
審
査
さ

れ
、
柳
原
地
区

在
住
の
飯
山
高

生
、
月
岡
雛
乃

さ
ん
（
17
歳
）

が
作
っ
た
「
ふ

る
さ
と
飯
山
」

が
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
ま
し

た
。
激
戦
を
勝
ち
抜
い
た
月
岡
さ

ん
は
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
畑
で
作
っ
て
い
る
、
と

て
も
お
い
し
い
野
菜
を
い
ろ
い
ろ

な
人
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
た
」
と
駅
弁
に
込
め
ら
れ
た

想
い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

審
査
委
員
長
を
務
め
た
料
理

研
究
家
の
土
井
善
晴
先
生
は
「
ど

れ
も
地
元
の
も
の
を
活
か
し
た
素

晴
ら
し
い
作
品
だ
っ
た
。
飯
山
は

健
康
的
な
ま
ち
と
い
う
印
象
が

あ
る
。
そ
れ
を
も
っ
と
も
表
現
し

て
い
た
作
品
を
グ
ラ
ン
プ
リ
に
し

た
」
と
講
評
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し

た
作
品
な
ど
は
、
農
畜
産
物
、
食

文
化
を
通
じ
た
市
の
Ｐ
Ｒ
を
目
指

し
、
今
後
、
商
品
化
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

2 位 3位 2位 3位
北信濃いいやまの郷土食弁当
（いいやま食文化の会）

いいやま雪だるま弁当
（丸山愛恵・夢妃）

菜の花弁当
（城南中学校）

笹ずし (押しずし風 )弁当
（月あかり）

グランプリ
「ふるさと飯山」と受賞した月岡雛乃さん

審査委員長の土井善晴先生からは温かな講評が

一般の部 小・中学生の部

訃報

飯
山
市
名
誉
市
民

 　

北
澤
宏
一
さ
ん
が
急
逝

　

外
様
地
区
出
身
の
名
誉
市
民
、

北
澤
宏
一
さ
ん
が
9
月
26
日
の
午

後
、
急
性
肝
不
全
の
た
め
都
内
の

病
院
で
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
71

歳
で
し
た
。

　

北
澤
さ
ん
は
東
京
都
市
大
学
の

学
長
で
あ
り
、
科
学
技
術
振
興
機

構
顧
問
を
歴
任
、
超
伝
導
の
世
界

的
権
威
と
し
て
東
日
本
大
震
災
に

起
因
す
る
福
島
第
一
原
発
事
故
の

「
福
島
原
発
事
故
独
立
検
証
委
員

会
」
の
委
員
長
も
務
め
、
原
子
力

事
故
の
原
因
解
明
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

平成 25年 5月名誉市民称号
授与式での北澤宏一さん

庶
務
課 

庶
務
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
３
３

　

10
月
20
日
㈪
か
ら
26
日
㈰
ま

で
の
一
週
間
は
、
行
政
相
談
委
員

制
度
に
関
す
る
理
解
と
認
識
を
深

め
る
た
め
の
「
行
政
相
談
週
間
」

で
す
。

　

行
政
相
談
委
員
制
度
と
は
、

身
近
な
相
談
窓
口
で
あ
る
行
政
相

談
委
員
が
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対

す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望
な
ど
に

つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
相

談
を
受
け
付
け
、
必
要
な
助
言
ま

た
は
関
係
行
政
機
関
に
通
知
す
る

こ
と
な
ど
で
、
解
決
や
実
現
を
目

指
そ
う
と
い
う
制
度
で
す
。

行
政
相
談
週
間
に
つ
い
て

　
「
行
政
相
談
委
員
」
は
、
総
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
民
間
の

有
識
者
で
、
飯
山
市
で
は
飯
山

地
区
金
山
の
小
出
正
明
さ
ん
（
62

５
０
４
８
）
が
委
嘱
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

毎
月
20
日
（
土
・
日
・
祝
日

の
場
合
は
そ
の
次
の
平
日
）
に
飯

山
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

る
総
合
相
談
の
ほ
か
、
自
宅
や
電

話
で
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

旧庁舎

勤労者体育館

河川敷グラウンド

職業訓練校

グリーンパーク
みゆき野

千
曲
川

中央橋
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　市では、差押物件の公売を実施します。期日など詳細は下記
のとおりです。ご不明な点がございましたら、税務課収税係
までお問い合わせください。
■日　時　10月 28日㈫
　　　　　13時から
■場　所　市役所４階 
　　　　　第２委員会室
■申込期間　10月 23日㈭
　　　　　 24日㈮、27日㈪
　　　　　 8:30～ 17:15
※申込期間中に限り現物の下見が行えます。

差押物件の公売を実施します

売却区分  26 飯山 -1 見 積 価 額 110,000 円
公売保証金 なし

物件内容

【名　称】　農用トラクター（歩行型）
【メーカー】　三菱農機株式会社
【全　長】　約 125㎝
【全　幅】　約 60㎝
【全　高】　約 114㎝
【その他】   中古品で現状引渡しとなります※ 動作確認は行っていません

　税務課 収税係 ☎ 62-3111  内線 163・166
　飯山市・木島平村・野沢温泉村・栄村の４市村で飯水
岳北交通安全住民大会を開催します。

　当日は、上町から飯山
小学校までのパレードの
後、飯山小学校体育館で
は交通安全の意見発表や
県警察音楽隊によるアト
ラクションも行われます。

　多くの皆さまのご参加をお願いします。

飯水岳北交通安全住民大会
　道路河川課 監理係 ☎ 62-3111 内線 271

■日　時　11月 3日（月・祝）　13：45～ 15：50
■会　場
 ・パレード　上町 ― 本町 ― 仲町通り ― 飯山小学校
 ・式　　典　飯山小学校体育館
　　　　　　（雨天時は式典のみ開催　14：20～）
■内　容
　・交通安全の意見発表　　・交通安全宣言
　・県警音楽隊によるアトラクション（演奏）ほか

商店街を進むパレード

　　まちづくり課 計画係 ☎ 62-3111  内線 241・242

　市では、政策目標を実現するための、新幹線飯山駅を中心とした都市再生整備計画および安心・安全な
公園整備を実施するための社会資本総合整備計画に基づく事業を実施しています。このたび、事業成果を
検証し、これからのまちづくりの参考とするため事後評価 ( 原案）を作成しました。

○区　　域　280ha　（北陸新幹線飯山駅を中心とした区域）
○事業内容　市道 1-451 号線、市道 1-561 号他静間線、飯
　　　　　　山城址公園・斑尾口広場、立体・平面駐車場整備、
　　　　　　地域・観光交流センター、JR飯山線駅移転統
　　　　　　合事業　ほか
○対象事業費　約　66.2 億円（H26.10 月現在見込み額）

まちづくりにご意見をお寄せください
社会資本整備総合交付金事業（都市再生整備計画、社会資本総合整備計画）の

事後評価（原案）意見募集

■社会資本総合整備計画
　（飯山市公園施設長寿命化計画）

宝
く
じ
の
助
成
金
で
祭
り
用
具
を
整
備
し
ま
し
た

　
企
画
財
政
課 

企
画
調
整
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
９
１・３
９
２

　

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事

業
と
し
て
、
宝
く
じ
の
受
託
事

業
収
入
を
財
源
に
実
施
し
て
い

る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」

を
活
用
し
、
中
町
区
（
秋
津
地

区
）
が
、祭
具
（
祭
屋
台
の
車
輪・

車
軸
の
修
繕
）
を
整
備
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
公
益
社
団
法
人
長
野

県
市
町
村
振
興
協
会
が
実
施
し

て
い
る
「
地
域
活
動
助
成
事
業

（
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
）」

を
活
用
し
、坂
井
区（
木
島
地
区
）

祭り屋台の車輪、車軸を修繕
しました

獅子頭、油反、提灯、のぼり
ポール 2本が整備されました

が
祭
り
用
具
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
社
会

貢
献
広
報
事
業
の
一
環
と
し
て
、

地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
と
住

民
福
祉
の
向
上
を
目
的
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　大正10年10月の開業から90余年もの間、地域の物流を支え、
多くの通勤通学者や観光客の交通拠点として機能してきた飯山
駅が、現在地より南 300 メートルの北陸新幹線飯山駅へと移転
されます。これを受けて、現飯山駅のさよならイベントと新飯
山駅のオープニングイベントを開催します。

商工観光課 観光係 ☎ 62-3111  内線 212・213

◎詳細は、市ホームページ、新聞折込などでご確認ください。

中
町
区

坂
井
区

のお知らせ
JR 飯山駅移転開業イベント

「ありがとう飯山駅」さよならイベント
期　日：11月 8日（土）　15:00 ～ 19:00
場　所：JR飯山駅（旧駅）および駅前広場（仁王門付近）
内　容：さよならセレモニー（式典、最終列車見送り）、七福
            の鐘つき、記念品配布、きのこ汁サービスなど（予定）

新飯山駅オープニングイベント
期　日：11月 9日（日）　8:30 ～ 15:00
場　所：飯山駅（新駅）および駅前
内　容：
〇新駅開業記念式典（8:30 ～）・飯山駅列車出発式、くす玉割り等
〇飯山駅観光交流センター開館セレモニー（9:30 ～ 10:00）
　・テープカット　・からくり時計披露、五束太々神楽の舞
〇農産物収穫祭（10:00 ～ 14:00）
　・農産物、特産品販売、餅つき、きのこ汁サービス（11:00 ～ 13:00）
〇飯山市米食味コンクール試食審査・投票（10:30 ～ 13:30）

○対象施設　飯山市内６都市公園
○目　　標　都市公園の長寿命化計画を策定し、公園施
　　　　　　設の老朽化に起因する事故を未然に防ぐと
　　　　　　ともに、計画に基づき公園施設の改修等を
　　　　　　行い、安心・安全な公園整備を行う。

■飯山中心市街地区都市再生整備計画

■事後評価（原案）の公表方法：飯山市ホームページおよび市役所２階まちづくり課窓口で公表します。
■募集方法　　11月 6日（木）（必着）までにファックス、電子メール、郵送でお寄せください。（様式自由）

第
14
回 

い
い
や
ま
花
フ
ェ
ス
タ
開
催

会場には開業が間近に迫った
「新幹線」をモチーフにした寄
せ植え（上）が多数並び、間も
なく役目を終える「中央橋」を
モチーフにした寄せ植え（右）
も登場しました。

　

10
月
４
日
、
５
日
の
２
日
間
、

愛
宕
町
雁
木
通
り
で
い
い
や
ま
花

フ
ェ
ス
タ
「
寺
町
花
街
道
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
14
回
目
を
迎
え
た
花

フ
ェ
ス
タ
は
、
飯
山
中
央
幼
稚
園

児
に
よ
る
鼓
笛
パ
レ
ー
ド
で
幕
を

開
け
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
や
小
・
中
学
生
が
丹
精

こ
め
て
育
て
た
花
の
寄
植
え
や
ハ
ン

ギ
ン
グ
作
品
が
飾
ら
れ
、
訪
れ
た

皆
さ
ん
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

し
た
。

　

花
に
囲
ま
れ
た
会
場
で
は
、
善

光
寺
大
本
願
雅
楽
会
に
よ
る
雅
楽

花
と
和
の
お
も
て
な
し

演
奏
や
秋
桜
音
楽
祭
、
寄
せ
植
え

等
花
の
講
習
会
、
飯
山
仏
壇
の
伝

統
工
芸
の
体
験
な
ど
多
く
の
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
５
日
は
あ

い
に
く
の
天
候
と
な
り
ま
し
た
が
、

同
日
開
催
さ
れ
て
い
た
飯
山
城
築

城
４
５
０
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
、
子

ど
も
た
ち
に
よ
る
武
者
行
列
も
会

場
内
を
通
り
に
ぎ
や
か
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
に
は
、「
寺
巡
り
寺
宝
展
」

や
「
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
」
も
同
時

開
催
さ
れ
、
訪
れ
た
多
く
の
皆
さ

ん
は
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
イ
ベ
ン

ト
を
思
い
思
い
に
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。飯山中央幼稚園児の鼓笛パレード夜間は幻想的な雰囲気に

善光寺大本願雅楽会による演奏 寄せ植え講習会

メッセージソング・アーティスト発表、ライブ、「信濃の国」「ふ　
るさと」大合唱、和太鼓競演、パネル・鉄道ジオラマ展示　など

新幹線延伸・北しなの線開業プロジェクト Part1
新幹線延伸・北しなの線開業プロジェクト実行委員会主催（10:00 ～ 15:00）
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　飯山市議会議員一般選挙は、11月 9日（日）に告示され、11月 16日（日）
に投票が行われます。私たちの代表として、今後の市政を託す人を選ぶ大事
な選挙です。棄権することなく必ず投票しましょう。

投
票
で
き
る
人

　

飯
山
市
に
住
所
が
あ
り
、
平
成

6
年
11
月
17
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人
。

　

平
成
26
年
８
月
8
日
ま
で
に

市
内
に
転
入
さ
れ
て
、
住
民
基
本

台
帳
に
登
録
さ
れ
、
引
き
続
き
住

所
を
有
す
る
人
。

　

な
お
、
平
成
26
年
10
月
17
日

以
後
に
市
内
で
転
居
さ
れ
た
人

は
、
前
住
所
地
で
投
票
し
て
く
だ

さ
い
。（
例
：
木
島
か
ら
常
盤
へ
転

居
さ
れ
た
方
は
木
島
で
投
票
）

投
票
用
紙
に
は

候
補
者
の
氏
名
を

　

飯
山
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
は

自
書
式
投
票
で
行
わ
れ
ま
す
。
投

票
用
紙
に
は
、
候
補
者
の
氏
名
を

一
人
だ
け
、
は
っ
き
り
と
書
い
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
候
補
者
の
氏

名
は
「
漢
字
」
で
も
「
ひ
ら
が
な
」

で
も
「
カ
タ
カ
ナ
」
で
も
差
し
支

え
あ
り
ま
せ
ん
。

代
理
投
票
・
点
字
投
票

　

手
が
不
自
由
な
ど
の
理
由
で
ご

自
身
で
投
票
用
紙
に
書
く
こ
と
が

で
き
な
い
人
は
「
代
理
投
票
」
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
目
が
不
自
由
な
人
に
は

「
点
字
投
票
用
紙
」
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
、
投
票
所
の
係
員
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

投
票
所
入
場
券
は
ハ
ガ
キ
で

　

投
票
所
入
場
券
は
、
ハ
ガ
キ
で

有
権
者
の
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
郵

送
さ
れ
ま
す
。

　

投
票
日
当
日
は
、
こ
の
入
場
券

の
該
当
す
る
部
分
を
切
り
離
し
て

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
入
場
券
を
紛
失
し
た
場

合
は
、投
票
日
に
直
接
投
票
所
で
、

再
発
行
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

選
挙
公
報

　

選
挙
公
報
は
、
候
補
者
の
政
策

な
ど
を
書
い
た
も
の
で
、
た
い
へ

ん
参
考
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
選
挙
公
報
は
11
月
14
日
ま

で
に
、
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
へ
お
届

け
す
る
予
定
で
す
。

　
よ
く
読
ん
だ
上
で
、
他
人
の
意

見
に
惑
わ
さ
れ
ず
に
、
市
政
を
託

す
に
ふ
さ
わ
し
い
候
補
者
を
選
び

ま
し
ょ
う
。

投
票
時
間

　

投
票
は
、
市
内
27
カ
所
の
投
票

所
で
行
わ
れ
ま
す
。
投
票
で
き
る

時
間
は
午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時

飯山市議会議員
一般選挙

ま
で
で
す
。

　

な
お
、
以
下
の
９
投
票
所
は
、

１
時
間
早
く
、
午
後
７
時
で
閉

鎖
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

▽
飯
山
第
４
（
分
道
）

▽
飯
山
第
５
（
斑
尾
）

▽
柳
原
第
２（
大
川・堰
口・涌
井・大
平
）

▽
富　
倉　

 （
富
倉
全
域
）

▽
岡
山
第
１
（
温
井
）

▽
岡
山
第
２
（
羽
広
山
）

▽
岡
山
第
３
（
上
境
・
下
境
）

▽
岡
山
第
４
（
桑
名
川
）

▽
岡
山
第
５
（
藤
沢
・
西
大
滝
）

選
挙
関
係
の
日
程

●
立
候
補
手
続
等
説
明
会

　

10
月
24
日
㈮

　

午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30
分

　

飯
山
市
役
所

●
届
出
書
類
等
事
前
審
査

　

10
月
30
日
㈭
・
31
日
㈮

　

飯
山
市
役
所

11月16日（日）投票日

投 票 区 投 票 所 名
飯山第１ 飯山赤十字病院内集会室
飯山第２ 飯 山 市 役 所
飯山第３ し ろ や ま 保 育 園
飯山第４ 分道生活改善センター
飯山第５ 斑 尾 高 原 山 の 家
秋津第１ 中 山 根 集 落 セ ン タ ー
秋津第２ 新 田 創 造 館
秋津第３ いいやま人権福祉センター
秋津第４ 秋津地区活性化センター
木 島 木島地区活性化センター
瑞穂第１ 関沢農業改善センター
瑞穂第２ 瑞 穂 保 育 園
瑞穂第３ 柏尾農村研修集会施設
柳原第１ い ず み だ い 保 育 園
柳原第２ 大 川 公 会 堂
富 倉 富 倉 出 張 所
外 様 外様地区活性化センター
常盤第１ 常盤地区活性化センター
常盤第２ 戸狩区コミュニティセンター
太田第１ 太田地区活性化センター
太田第２ 小 境 多 目 的 集 会 所
太田第３ 曽根農業生活改善センター
岡山第１ 温井多目的交流センター
岡山第２ 羽 広 山 多 目 的 集 会 所
岡山第３ 上 境 集 会 セ ン タ ー
岡山第４ 岡 山 出 張 所
岡山第５ し ら か ば 保 育 園

期日前投票のしかた

　郵便等投票制度の対象者で、次の条件に該当する人は、
代理記載人により投票に関する記載をしてもらうことがで
きます。
　なお、事前に証明書の交付が必要となりますので、早め
に選挙管理委員会へお問い合わせください。
■利用できる人
・身体障害者手帳の交付を受けている人で、手帳に上肢ま
  たは視覚の障がい程度が一級と記載されている人
・戦傷病者手帳に上肢または視覚の障がい程度が特別項症
  から第二項症までと記載されている人
※投票用紙等の請求は、11月 12日（水）までとなります。

障　が　い　名 等　級
両下肢・体幹・移動機能 １級　２級
心臓・じん臓・呼吸器
ぼうこう・直腸・小腸 １級　３級

免疫・肝臓 １級～３級

投票日に都合の悪い人は期日前投票をしましょう
・期　間　11月 10日（月）～ 11月 15日（土）
・時　間　8：30～ 20：00
・会　場　市役所４階　41号会議室
・持ち物　投票所入場券
※告示日 11月 9日は投票できませんのでご注意ください。
※期日前投票所で記載していただく「宣誓書（兼請求書）」
　を事前記載される場合は、運転免許証等の本人確認書類
　をご持参いただくと受付がスムーズにできます。

入院・入所中の不在者投票
　不在者投票指定施設に入院・入所をされている方は、そ
の施設で不在者投票ができます。施設の係員に申し出て、
手続きをしてください。
　飯山市内では、飯山赤十字病院、老人ホーム千曲荘、介
護老人保健施設みゆきが指定施設となっています。

郵便等投票制度
　歩行が困難な人のうち、次の条件に該当する人は、自宅
などで投票できる「郵便等投票制度」をご利用ください。
　なお、事前に証明書の交付が必要となりますので、早め
に選挙管理委員会へお問い合わせください。
■利用できる人
・身体障害者手帳などをお持ちで、下表の障がい名について、
 その等級に該当する人

・介護保険法上の要介護者で、要介護状態区分が要介護５
  の人
※投票用紙等の請求は、11月 12日（水）までとなります。

代理記載制度

選挙に関するお問い合わせは ･･･

選挙管理委員会
事務局

☎  62-3111（代）

あ
な
た
の

大
切
な
一
票
で

明
る
い
未
来
を

飯山市議会議員
一般選挙投票所
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危
機
管
理
防
災
課 

防
災
消
防
係 
☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
７
１

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
回
収
に
つ
い
て

種　　類 金　額
ポリエチレン類 50円
肥料袋類 50円
塩化ビニール類 60円
その他ビニール類 70円
その他プラスチック類 100円
きのこビン・育成ポット 95円
農薬空容器関係 190円
イボ竹 35円
直管・アーチパイプ 15円
紙袋 5円 /袋

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
の
環
境
問

題
か
ら
、
野
焼
き
は
法
律
に
よ
り

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
資
源
の
有

効
活
用
と
環
境
へ
の
配
慮
か
ら
、

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
集

団
回
収
を
行
い
ま
す
。

　

回
収
を
行
う
農
業
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
は
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
や
エ
コ
パ
ー
ク
寒
川
に
出
す
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
機

会
に
処
分
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日　
時　
10
月
25
日
㈯

午
前
８
時
30
分
〜
11
時

■
場　
所　
Ｊ
Ａ
北
信
州
み
ゆ

　
き
基
幹
配
送
セ
ン
タ
ー
（
木

　
島
）、
基
幹
集
荷
所
（
常
盤
）、

　
西
部
配
送
セ
ン
タ
ー
（
太
田
）

■
持
ち
物　
委
任
状
、
負
担
金
、

　
印
鑑
（
委
任
状
等
関
係
書
類

　
は
、
各
営
農
セ
ン
タ
ー
、
農

　
林
課
窓
口
に
用
意
し
て
お
り

　
ま
す
）

回収する種類と負担金（1kg）

北
信
州
み
ゆ
き
農
業
協
同
組
合
☎
62
６
０
１
０　
農
林
課 

農
業
振
興
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
６
２・２
６
３

こ
の
機
会
に
処
分
を
お
願
い
し
ま
す

高齢者へのインフルエンザの予防接種助成

　インフルエンザの予防接種を希望される方は、できるだけ
12月中旬までに接種してください。
■対象者　市内在住の方で
               ①接種日現在 65歳以上の方
               ② 60 歳以上 65歳未満の方で心臓、腎臓、呼吸器
　　　　　　等に重い病気のある方
■助成期間　平成 27年３月 31日まで
■申込方法　医療機関に直接お申し込みください。
■接種費用　1000円の自己負担で 1回の接種
                  （生活保護世帯は、自己負担が免除）

飯
山
市
地
域
防
災
計
画
が
改
訂
さ
れ
ま
し
た

　

飯
山
市
に
お
け
る
地
震
災
害
、

風
水
害
な
ど
の
災
害
対
応
に
関
す

る
基
本
計
画
「
飯
山
市
地
域
防

災
計
画
」
に
つ
い
て
、
市
長
を
会

長
と
し
、
公
共
機
関
や
電
力
、
通

信
、
鉄
道
な
ど
の
事
業
者
お
よ
び

学
識
経
験
者
等
関
係
機
関
で
組

織
す
る
飯
山
市
防
災
会
議
を
開

催
し
、
改
訂
を
決
定
し
ま
し
た
。　

　

今
回
の
改
訂
に
つ
い
て
は
、
関

係
機
関
と
の
情
報
連
絡
体
制
の

整
備
や
要
配
慮
者
に
対
す
る
避

難
等
の
支
援
な
ど
国
や
県
の
計
画

に
沿
っ
た
修
正
、
特
に
、
東
日
本

大
震
災
を
契
機
と
し
た
原
子
力

災
害
対
策
編
が
新
た
に
盛
り
込
ま

れ
、
原
子
力
事
業
所
の
事
故
等
に

お
け
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
屋
内
退

避
お
よ
び
避
難
誘
導
等
の
防
護

活
動
な
ど
の
防
災
対
策
を
講
じ
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
当
計
画
に
基
づ
き
、
よ

り
具
体
的
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
整

備
し
て
い
き
ま
す
。

※
地
域
防
災
計
画
は
、
飯
山
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で
き
ま

す
。
な
お
、
各
活
性
化
セ
ン
タ
ー

で
も
縦
覧
で
き
ま
す
。

保
健
福
祉
課 

健
康
増
進
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
８
１・１
８
２

飯
山
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画
を
策
定

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生

す
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
人
に
免
疫

が
な
い
た
め
、
世
界
的
に
大
流
行

し
、
健
康
被
害
と
こ
れ
に
伴
う
社

会
的
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生

し
た
場
合
に
は
、
国
家
の
危
機
管

理
と
し
て
対
応
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
平
成
25
年
4
月
13
日
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別

措
置
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

飯
山
市
に
お
い
て
も
同
法
お
よ

び
感
染
症
法
に
基
づ
き
、
新
型
イ

未
知
の
感
染
症
の
発
生
に
備
え
て

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
発
生
に
備
え
、

市
全
体
の
態
勢
を
整
え
る
た
め
、

飯
山
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
行
動
計
画
を
定
め
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
対
策
政
府
行
動
計
画
お

よ
び
長
野
県
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
行
動
計
画
に
基
づ
く

も
の
で
、
市
の
基
本
的
な
方
針
ま

た
は
市
が
実
施
す
る
措
置
等
を
示

す
も
の
で
す
。

※
市
行
動
計
画
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
飯
山
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　10 月 1日から水痘（水ぼうそう）と高齢者の肺炎球菌ワク
チンが定期の予防接種に追加されたところですが、実施可能な
医療機関が追加されましたのでご確認ください。
【追加医療機関】
・みゆき会クリニック（高齢者肺炎球菌のみ）　81-3850
・今井こども医院（水痘のみ）　0269-24-7755
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水痘・高齢者肺炎球菌予防接種
実施医療機関が追加されました

保育園名 定
員

特別保育の実施状況
連絡先延長保育

時間
乳
児

障
害
児

一
時

しろやま保育園 60 7:30 ～ 18:45 × ○ ○ 62-5595
あきは保育園 70 7:30 ～ 18:45 × ○ △ 62-2461
木島保育園 100 7:30 ～ 18:45 × ○ △ 62-5888
秋津保育園 70 7:30 ～ 18:45 × ○ △ 62-0476
いずみだい保育園 70 7:30 ～ 18:45 × ○ △ 62-5889
常盤保育園 80 7:30 ～ 18:45 × ○ △ 62-5804
瑞穂保育園 60 7:30 ～ 18:45 × ○ △ 65-2515
とがり保育園 100 7:30 ～ 18:45 × ○ △ 65-4250
しらかば保育園 30 7:30 ～ 18:45 × ○ △ 69-2979
めぐみ保育園（私立）150 7:00 ～ 19:00 ○ ○ ○ 62-2129

「○」実施、「×」未実施、「△」各保育園と相談

　

平
成
27
年
４
月
か
ら「
子
ど
も・

子
育
て
支
援
新
制
度
」
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
保
育
園
入
園
の

た
め
に
は
、
次
の
「
認
定
」
が
必

要
に
な
り
ま
し
た
。

【
１
号
認
定
】

　
満
３
歳
以
上
で
、
幼
稚
園
で
の

　
「
教
育
」
を
希
望
す
る
場
合

【
２
号
認
定
】

　
満
３
歳
以
上
で
、
保
育
園
で
の

　
「
保
育
」
を
希
望
す
る
場
合

【
３
号
認
定
】

　
満
３
歳
未
満
で
、
保
育
園
で
の

　
「
保
育
」
を
希
望
す
る
場
合

　
２
号
認
定
・
３
号
認
定
に
は
、

保
護
者
が
「
就
労
」、「
妊
娠
・
出

産
」、「
病
気
・
障
害
」、「
同
居
親

族
の
介
護
等
」、「
求
職
活
動
」、「
就

学
」
等
の
要
件
に
該
当
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
就
労
を
理
由
と
す
る
場

合
、
保
育
時
間
は
次
の
い
ず
れ
か

に
区
分
さ
れ
ま
す
。

○
保
育
標
準
時
間
（
11
時
間)

○
保
育
短
時
間
（
８
時
間
）

　

詳
し
く
は
、
入
園
案
内
の
資
料

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

保
育
園
入
園
の
ご
案
内

　

来
年
４
月
か
ら
新
規
に
保
育
園

へ
の
入
園
を
希
望
さ
れ
る
お
子
さ

ん
の
、
入
園
に
必
要
な
認
定
申
請

書
等
の
配
布
を
10
月
22
日
㈬
よ
り

開
始
し
ま
す
。

　

年
度
の
途
中
か
ら
入
園
を
希
望

の
場
合
、
現
在
保
育
園
等
に
通
っ

て
い
る
園
児
で
、
４
月
か
ら
他
の

園
に
移
り
た
い
場
合
な
ど
も
、
こ

の
期
間
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

希
望
者
が
定
員
を
超
え
る
場
合

は
、
希
望
に
添
え
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

　

現
在
保
育
園
に
通
っ
て
い
る
園

児
が
、
引
き
続
き
同
じ
園
へ
の
通

園
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
11
月

中
旬
に
保
育
園
か
ら
お
知
ら
せ
が

ご
ざ
い
ま
す
。

◆
認
定
申
請
受
付
期
間

　
10
月
27
日
㈪
〜
11
月
７
日
㈮

◆
申
請
書
配
布
場
所

　
市
内
保
育
園

　
市
役
所
子
ど
も
課

保育園一覧
保
育
園
新
規
入
園
希
望
の
方
へ

子ども・子育て新制度がスタートします

市
内
各
保
育
園
（
連
絡
先
は
左
表
参
照
）・
子
ど
も
課 

子
育
て
支
援
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
６
３

　
こ
の
た
び
、
市
税
の
還
付
加
算

金
（
還
付
金
に
対
す
る
利
子
相
当

分
）
に
つ
い
て
、
法
律
の
解
釈
の

誤
り
の
た
め
計
算
期
間
を
短
く
適

用
し
た
こ
と
で
一
部
の
方
に
対
し

て
未
払
い
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
明

し
ま
し
た
。

　

対
象
と
な
ら
れ
た
皆
さ
ま
に

は
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と

を
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

■
対
象
人
数
（
世
帯
数
）
と
金
額

・
個
人
市
県
民
税　
27
人

　
１
１
７
件　
21
万
５
１
０
０
円

・
国
民
健
康
保
険
税　
９
世
帯

　
13
件　
２
０
１
０
０
円

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　
1
人

　
1
件　
２
３
０
０
円

■
未
払
い
の
内
容
と
原
因

　

税
金
に
納
め
過
ぎ
た
金
額
が
あ

る
と
、
地
方
税
法
の
規
定
に
基
づ

き
還
付
加
算
金
が
発
生
す
る
場
合

は
、
こ
れ
を
付
加
し
て
還
付
し
ま

す
。
加
算
金
の
計
算
期
間
は
、
本

税
が
減
額
に
な
る
理
由
に
よ
り
異

な
り
ま
す
。

　

今
回
の
主
な
未
払
い
の
事
例

は
、
年
末
調
整
を
行
っ
た
給
与
所

得
者
が
、
翌
年
３
月
15
日
の
申
告

個
人
市
県
民
税
等
に
お
け
る

　

還
付
加
算
金
の
未
払
い
に
つ
い
て

期
限
を
過
ぎ
て
確
定
申
告
を
し
た

こ
と
に
よ
り
、
市
県
民
税
や
国
民

健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
に
減
額
が
生
じ
還
付
が

発
生
し
た
際
に
還
付
加
算
金
の
計

算
期
間
を
法
律
の
規
定
よ
り
も
短

く
適
用
し
た
も
の
で
す
。

■
今
後
の
対
応

　

地
方
税
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

過
去
５
年
分
に
つ
い
て
対
象
と
な

る
方
（
世
帯
）
に
は
、
ご
案
内
を

発
送
し
、
す
み
や
か
に
還
付
手
続

き
を
進
め
ま
す
。

　

今
後
は
適
正
な
事
務
処
理
を

徹
底
し
、
行
政
の
信
用
回
復
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

税
務
課 

収
税
係　
☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
６
３・１
６
６

市
民
環
境
課 

国
保
年
金
係　
☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
５
３

◆
そ
の
他

　
幼
稚
園
へ
の
入
園
希

望
は
、
直
接
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
飯
山
中
央
幼
稚
園

　
☎
62
２
６
７
９

■
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

こ
の
手
続
き
を
行
う
に
あ
た

り
、
次
の
よ
う
な
こ
と
は
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
。

・
市
職
員
が
自
宅
訪
問
や
電
話
連

絡
を
す
る・
手
数
料
を
い
た
だ
く・

金
融
機
関
な
ど
で
機
械
操
作
を
お

願
い
す
る
・
携
帯
電
話
の
番
号
あ

て
に
返
信
を
お
願
い
す
る

　

還
付
金
詐
欺
が
多
発
し
て
お

り
ま
す
の
で
ご
注
意
を
お
願
い
し

ま
す
。
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飯 山 赤 十 字 病 院 62-4195 北 信 州 診 療 所 65-1200
服 部 医 院 62-2816 小 田 切 医 院 62-2039
片 塩 医 院 62-2136 みゆき会クリニック 81-3850
畑 山 医 院 67-2888 戸 狩 診 療 所 65-3995
清 水 医 院 62-2351 いいやま診療所 67-0100

委託予定医療機関

他市外医療機関

　新制度のスタートにあたり、乳児保育、延長保育、
休日保育等の見直しについて現在検討中です。詳細は後
日あらためてお知らせします。

子ども・子育て新制度がスタートします子ども・子育て新制度がスタートします
4 月から


